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XIX. 瀬 戸 層 群

糸魚 川 淳二

東濃地方には ，花岡岩 ・流紋岩 ・瑞浪層群などを不整合におおって ，広く分布する砂礫恩が

ある ．また ，その砂礫層の下位には ，所によって ，陶土屈が存在し ，窯業原料として採掘され

ている ．この地層は源戸屈群（棋山 1950)と呼ばれているが， 同様の地層は ， 広く伊勢湾を

と りまいて，平野 と山地の間の丘陵をつくっている ．瀬戸庖群の分布は木曽川中流の坂下町付

近から西へ，名古屋市の東方に及ぶ （第XIXー 1図） ． 知多半島では常滑層群，三重県側では

奄芸層群 と命名されている ．こ

れらは ，東海湖 （竹原ら 1962)

に堆積し た一連の地層で ，東海

屈群（石田 ，横山 1969) とし

て，一括する考えもある ．浪尾

平野，伊勢湾中北部の地下にも

分布し ，分布面積4,000kn邑 恩

厚は最大で1,000mをこす ．

瀕戸府群の層序は地域によっ

て異なる （第 XIX-1表） ． 陶

土層は瀬戸地方と東濃地方にあ

るが，層位的に異なるようであ

る．名古屋一穎戸地域，知多半

島には ，礫 ・砂 ・粘土を主とす

る地層が発達し ，亜炭 ・火山灰

層をはさむ．それに反し ，東濃

地方では砂礫層が主で ，厚さも

小さい ．各地域の瀬戸層群は第

X IX-2図のように ，主に火山 第X1X-1図
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第X]X-1表 湘戸屑群対比表
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第XlXー2図 火山灰層による顛戸府群の対比（森 1971)

灰層を鍵層として対比されている ．

瑞浪地域の瀕戸囮群は下位の土岐口陶土層と上位の土岐砂礫囮に二分されるが，陶土層の分

布が局所的であるのに反し ，土岐砂礫屈は丘陵をつくってさらに広い分布をもつ ．

土岐口陶土 層

赤嶺 (1954)は穎戸ー東濃地方の陶土層を一括して土岐口陶土囮としたが， 囮準の違いがあ

るので，ここでは土岐郡笠原町 ・多治見市 ・土岐市 ・瑞浪市のものに限定する ．岩質的には瀬

戸陶土層と大差がなく，伍賃粘土 ．禾蔀粘土 ・珪砂などを主とした地層である ．火山灰層 ・礫

唇をはさ む点で穎戸陶土屈 と異なる ．

土岐口陶土履は，桑原 (1971)がまとめた瀕戸陶土層の特質とあまり違わない性質を持って

いるといえる ．

すなわち，

1. いくつかの小凹地を中心とした堆積盆地の集合体からなる．

2. 主体とな る地層は花梅岩質岩石の風化物である珪砂（石英砂）， 木節粘土（含炭質物粘

土）， 蛙目粘土（含石英粒粘土） ，キ ラ（含風化雲母 ・砂質粘土）で，堆租盆地の中心部

では貧弱な亜炭層を伴い， 周辺部で珪砂が発達する ．粘土質は主にカオリナイト ・ハロイ

サイトからなる ．層厚は30m以下である．

3. 堆積作用はゆっくり進行し，堆積と運搬がくりかえされた ．その間に，供給物質は十分

に風化 ・洵汰作用をうけた ．

4. 物質供給は局地的で，遠方から運搬された物質は殆んど含まれない ．

5. 基盤の花岡岩は著しい風化作用をうけている ．

6. P£nus trif oliaを中心とする植物群を含む ．
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火山灰囲の存在は刑準に関して，重要な問題を提供する ．土岐口陶土層中の火山灰間は名古

屋一湖戸地域における東郷火山灰屈 （穎戸陶土屈の上位にある 矢田川累層下部に含まれる ）に

連続の可能性が大きく ，同様に Pinustrzf ol£aを含むにもかかわらず，土岐口陶土眉の方が

上位に位置すること を示 している．

主体となる粘土のう ち， 木節は細粒 ・ち密，粘性が強い ．カオ リナイト を主にハ ロイ サイト

を含む．炭質物を含み，また有機物で染色されて暗褐色を呈する ．蛙目は淡色 （灰白色～白

色 ） の粘土中に石英粒 • 長石粒が散点し た ものである ． 水にぬれた時 ， 石英粒が蛙の眼に似て

いるのでこの名がある ．

藤井 (1968)は，多治見盆地 ・土岐盆地の土岐口陶土尼について くわしい粘土鉱物学的研究

を行った． 多治見盆地は古生府の基盤の上に，小名田 ・大畑 ・大洞な どの小盆地がつなが った

複雑な堆積盆地であり ，土岐盆地は基盤が瑞浪囮群 と花岡岩類で屈曲の少ない形であ った ．閣

序は各地で異なり ，また ，構成する粘士 も地域的にかたよっ た分布をす る．これは基盤の ちが

いと堆栢過程の相違によるもので．ある ．土岐盆地に蛙目粘土が多いのは，基盤が花刷岩類と中

新統である ことで説明できる ．亜炭 ・木節粘土は多治見盆地の起伏に富んだ地形の上にできた

沼沢地に集稜した ものである ．カオ リンが土岐盆地にないこ とは堆積盆地の広さや堆積速度の

、関係で，多くの砂 ・礫が混入したこ と， 亜炭暦が発達せず，湖水の酸度が多治見盆地と異なっ

ていたこ とによる と思われる ．

このような違いは各地に見られるが，その一端を柱状図 （第XK-3図）と 多治見地域の断

而図（第xK-4図）に示しておく ．
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第XIX-3図 土岐口陶土貯柱状図（赤嶺 1954)

瑞浪市内での土岐口陶土府の分布地は，稲弗町大草，陶町大川， 山田町，日 吉町柄石峠な ど

である ．

土岐口陶土層中の植物化石は Pirzustrifoha群としてま とめられている（三木 1941,1948). 

その後1963年に三木によってま とめられたこの地方産の植物化石を第XIXー 2表に示して ある ．

三木によれば，G!yptostrobus （イヌスギ），Nyssa（ヌマ ミズキ） などの沼地性の樹木，

Trapa（ヒシ）， Trape!la(ヒ シモドキ）， Hem£traPa（オオヒシ モドキ） などの水生植物

が多く ，沼沢地に生える草が少ない ．このこと は，はんら ん原であっ たこと，しかも 水位がか
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瀬多土畑
治岐小 その他

戸見津屋

Osmunda japonica ゼンマイ

゜
赤津

* Cephalotaxus biumbonata シキシマイヌガヤ

゜* Cunn inghamia konishii ランダイスギ

゜゜
細呂木

* Glyptostrobus pens if is イヌスギ

゜
細呂木，瑞浪

*Metaseq,uoia japonica イチィヒノキ

゜*S eq,uoza sempervzrens セカイヤメスギ 0 0 陶

* Seq,uoiadendron cf. Chaneyi 

゜
保見

Abies sp. 

゜*Keteleeria davidiana シマモミ

゜*Keteleeria robusta 

゜* Pie ea koribai オオバラモミ 水野

* Pie ea latibracteata 

゜* Pinus armandi 

゜*Pinus fujiii フジイマツ 0 0 
* Pinus trifolia オオミッパマツ

゜゜
印所，下石

* Pseudolarix kaempferi イヌカラマッ 0 0 0 0 
* Pseudotsuga subrotunda ヒメトガサワラ

゜
鶴里

* Tsuga longibracteata 0 0 
* Tsuga oblonga シキシマツガ

゜Salix sp. 

゜゜* Carya ovatocarpa セトカリヤクルミ

゜* Carya striata ・o o 原
* Carya ventricosa 0 0 
*Juglans megacinerea オオバタグルミ

゜* Pterocarya paliurus 

゜A lnus japonica ハンノキ

゜* Betula ads tigmata シキシマミズメ

゜゜Carpinus carpinoides 

゜* Cory/us ligniatus ウモレバハシバミ

゜* Ostrya stenocarpa 

゜ ゜
印所

* Castanopsis oligospina 

゜Cyclobalanops is sp. 0 0 
* F agus japonico ides 

゜゜* Fagus ferruginea アメリカプナ

゜゜Lithocarpus glabra 

゜
赤津

* Quercus chenii 

゜* Quercus rubroidea シキシマナラ

゜* Zelkova cf. ungeri ニレバケヤキ

゜Brasenia schreberi 0 0 細野

第XlX-2表 岡士肘柏物化石表（三木 1963) 畑小屋は瑞浪市陶町大川の地名 ＊絶滅種



顧 戸 屈群 377 

瀬多土畑
の他治 岐 小 そ

戸見津屋

* Eoeuryale brasenioide s 赤津，大畑

* Nuphar akashiensis アカシカワホネ 0 0 
Magnolia salicifolia タムシバ

゜
細野

Michelia sp. 

゜* Schizandra megasperma オオゴミ シ

゜S inomenium acutum ツヅラフ ジ

゜* Stephania periporosa 0 0 
Benzoin citrodorum 

゜Benzo in umbellatum クロモジ

゜Machi/us sp. 

゜Cory lops is sp. 細野

*Distylopsis parrotioides 

゜* Fortunearia sinensis イヌマンサ ク 0 0 
* Liq,uidambar cf. Jormosana フウ

゜゜* Eucommia ulmo ides トチウ

゜* Gleditschia cf. macracanthaオオトゲサ イカチ

゜* W istaria ligniata シキシマフ ジ

゜*Aleurites fordioides 

゜*Mallotus protojaponicus シキシマアカメガシハ

゜* Sapium sebiferum var. コナンキンハゼ 細野

Buxus japonica ツゲ

゜* Poupartia polymer is 0 0 0 
Fagara ailanthoides 

゜Melia cf. japonica 赤津

Euscaphis japonica ゴンズイ

゜Acer buergerianum 

゜Acer diabolicum カジカエデ

゜Acer palmatum ヤマぞミジ

゜Acer rubrum var. シキシマハナカエデ

゜*Meliosma radiocosta 0 0 細野

Meliosma rigida ヤマビワ 大畑

Sabia japonica アオカズラ

゜Berchemia racemosa クマヤナギ

゜* Paliurus nipponicus シキシマハマナツメ

゜ ゜
赤津

* Cayratia megasperma 0 0 
* Cayratia orbitalis 

゜* Tetrastigma tazimiensis 

゜* V itis brachypoda 

゜* Vitis rabruscoidea 

゜゜
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瀬多土畑
治岐小 そ の他

戸 見津屋

* V itis rotundata 

゜* Tilia costata 

゜゜Camellia sasanq,ua 

゜* Stewartia obovata 

゜゜* Schima plioceca 

゜* Eotrapa tetrasepala 赤津，大畑

*Hemitrapa trapelloidea オオヒシモドキ

゜
赤津

*T rapa maximowiczii .. タイ リクヒメビ シ 細野

* Trapa pulvinipoda カザリビシ

゜ ゜*Lagers troemia sp. 

゜
赤津

Elaeagnus sp. 土岐口

*Alangium begoniifolium 

゜
赤津

* A langium macrocarpum 

゜Nyssa pachycarpa フトヌマミズキ 大草

Nyssa rugosa 細野

*Nyssa sylvatica ヌマミズキ 0 0 0 
* Paleodavidia multipteri・um 0 0 
Benthamida japonica 

゜Cornus cont rover sa ミズキ

゜Enkianthus sp. 

゜Pizeerrzi s ;aponzca 

゜* Rhododendron ovatocarpa 

゜゜* M eliodendron nipponicum アサガラモドキ

゜* Rehderodendron elliptica 

゜* Styrax laevigata テルミノヽクウンボク 0 下石

* Styrax rugosa ザラミエゴノキ 0 0 
* Styrax obassioidea 0 0 
Symplocos m.yrtacea ハイノキ 0 0 
Symplocos lancifolia シロバイ

゜* Symplocos tricarpa シキシマクロキ 0 0 0 
* Trapella lissa 0 0 

゜* Trapella primaria 大畑、赤津

Fraxm・us Japonica 

゜Syringa sp. (?) 

゜V ibuyunum japonicum ハクサン ボク

゜Trichosanthes kirilowii 

゜* Lissopepon melothroidea 

゜* Bambusoidea p,ipponica 

゜
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北
土岐沖 土岐口 下石 南

。
500 1,000m 

団1区］2□3巴4四5回6[IJI]7筐］8

第XlXー4図 土岐津一下石地質断而図（藤井 1968)

1 :土岐砂篠庖，2:粘土がちの相，3:砂がち

の相，4:火山灰 ・カオリン，5:チャート砂礫

6 :蛙目粘土相，7:中新統， 8:花滴岩

なり 巾広く 変動した場所であったことを示すという ．Paliurus（シキシマハマナツメ ）の産出

から ，海風の直接あたらない海辺が想定されているが，これは他の条件から考えて，そんなに

海岸近くの場所であったとは考えにくい ．

また ，この植物群は日 本の南部地域，東アジアの植物群とよく似ている ．気候はその地方の

それと同様であったと考えられるが，一方において， Picea(トウヒ） ，Betula（カ パノ キの

類） ，Carpinus（シデ） ，針葉樹な どの温帯性のものを含んでいる ．

中津川市付近の陶土層は苗木陶土層 とよび，苗木 ・落合に分布する ．蛙目粘土 ・木節粘土 ・

亜炭閏 ・白粘土 ・砂層の互暦で，20m近い履厚をも っている ．3暦の火山灰層を挟み，それは

東郷火山灰層に対比されている ．したがって土岐口陶土層と同層準の可能性が大 きい ．

苗木町山ノ田川の共立鉱山で，亜炭層の中から Sequoia sempervirens, Fagus cfr. ail-

anthoides, Stewaitia cfr. monadePha, Styrax microcarpa, Nyssa pachycarpa, N. 

rugosaなどの植物遺体を産している ．

恵那郡山岡町東原～原に分布するものは ，東原陶土層で，下位より砂質粘土 ・蛙目粘土 ・亜

炭 ・粘土よりなり ，厚さ は15mに達する ．他の陶土層との関係は不明である ．

土岐砂礫層

土岐口陶土層の上に重なる地層であるが，もっと分布が広くて ，基盤の岩石を直接おおう こ

とが多い ．陶土眉との間は，局地的な不（非）盤合関係か漸移である ．主として古生囮起源のチ

ャート・ 砂岩 ・ホルンフェルスなど，花岡岩 ・涙飛流紋岩などの礫からなり ，礫は円磨されて

いて，ふつう 30cm以下の大きさである ．基質 （マト リックス）は花岡質砂である ．一般に風化

が進んでいて'’クサリ礫”になっている ．地域によってかなり岩相が変わり， 基盤である古生

層の近く で，直径 2m前後の古生層の角礫からなる 場合もある ．厚さは瑞洩市町屋で120m+,

中部に 4~5mの厚 さの砂層をはさんでいる（第XlXー 5図）．
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標 瑞 瑞 刊ヽL訂ンヽ 恵 木曽 (1963)によれば， 見行山地塊
町浪 釜浪 武那 長那 でもっとも広く発達する 平坦面は，高 屋市 戸市 並市 島市

m 
医詞

200~500m＋の高度をもつ土岐砂礫屈

400- からなる平坦面で，全体としてやや南

西に傾いている ．この面は土岐面と呼

ばれ，土岐砂礫層の堆積面と考えられ

350- 偲吼:wlヽて鉱麟 1虹盈 詞 ている ．しかし，土岐砂礫囮が小牧市

付近で矢田川累層に漸移するという層

序関係，解析度，時代．この地域の発

300- 慰．含l 阻O.1 彰且1 麿滋 達史を考慮すれば，むし ろ堆積後の浸

食期に形成された面と考える方が妥当

であろう．

250- 杉//-1r基盤 11//4 V//A 

中津川市苗木付近では ．下位より古
第氾X-5図 土岐砂礫府柱状図 生層由来のチャ ー ト・砂岩の中礫を主

とする礫層，砂岩礫が卓越する礫胴，花岡岩 ・濃飛流紋岩 ・安山岩 ・古生眉礫よ りなる礫層が

重なる ．付知川の谷では古生層起源の礫が減少し ，背後の山地から直接もたらされたと思われ

る花岡岩類 ・流紋岩類の亜角～亜円の巨～大礫が主要構成物である ．最上部の坂下玄武岩流の

層準近くでは玄武岩の礫が含まれる ．

中津川市坂本付近では上下に二分され，ほとんど流紋岩類の亜円～亜角礫のみからなる下位

の礫屈と ， 古生居由来のチャート • 砂岩 ・ ホルンフェルス ・ 流紋岩類の大～中礫からなる上位

の礫府がある ．木宮 (1971)は下位の礫屈を恵那礫岩屈として区別し，上部礫屈 （狭義の土岐

砂礫唇で瑞浪付近のもの と対比される ）に不整合におおわれるとした．

明 狩 礫岩附 恵那 礫府）•;1 土 岐砂礫層

層 厚 lOOm+ 80m+ 50-60m 

涙飛流紋射 45-60% 70-80% 30% 
礫

花尚斑岩 5-20 10-15 

の 花 lし祐‘l ’ 約 5-10 5-10 5 

種 チ i ・ 卜 5-20 5-10 60 

類
砂 岩 ・粘板射 5-15 5-10 0-5 

;r,吐,; 11111111 1 JI ',I・ ;,Itf _ i 0- 5 0 -5 

10-30cm,時に50~ 10~20cm,時に30~ 2 -8 cm, 11寺に15~
礫 ィ／上又

100cm+ 50cm 20cm 

＇ 
円 磨 度 多くは1Ji1リ礫 多くは亜円礫 亜円～亜角礫

マ・ト リッ クス
多くは粗砂，わずか 多くは粗砂，一部ぱ

粗 砂
が泥 泥

マトリ ックスの固結度 高 し) 高 い 低 し‘

淘 汰 度 巨礫が多 く，不良 巨礫は少 なく ， i1(；•通 巨礫はな く，よい

第XlXー3表各篠岩囮の比較（木宮 1971)
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また ．屏風山断隔崖頂及びその以南にも山上砂礫屈・田沢砂礫聞と呼ばれてきた土岐砂礫胴

類似の礫層がある ．坂本付近と同様 2つに区分して，岩村町付近のものが恵那礫岩囮，屏風山

断層よりのものを土岐砂礫｝門としている ．

さらに東南部は ，恵那山断恩によって区切られる明智地域であるが，ここより 南，三河高原

上に分布する礫層があ る．木宮によれば，濃飛流紋岩 ・花刷斑岩 ・チャ ー トなどの10~30cmの

亜円礫からなり ．明智礫岩屈である ．この礫岩層は前述の恵那礫岩眉と非常に よく似ていて（第

XIX-3表）， 土岐砂礫暦堆積以前の一連の堆積物である ．そして ，瀕戸陶土層に対比される

可能性があるという ．

坂本付近で 2分された礫屈の間の関係が不整合であると いうことには疑問を感じるが．さら

に広く ，瑞浪地方も含めて ，土岐砂礫層全体について検討されることが必要である ．

土岐砂礫層の生成は次のように考えられている（木曽 1959)．岐阜県坂下町付近を北西ー南

東に走る阿寺断層，屏風山の北西縁を北東ー南西に走る屏風山断層の活動に より盆地が作られ

た．その中に河川が流入し ，木曽山地をはじめ，周辺の山地から多址の物質が供給され，その

結果でき た扇状地性堆積物が土岐砂礫層である ．

瑞浪地方ではむしろはんらん原的な条件の下で堆禎が行われたと考えられる ．それをつくっ

た河川は古木曽川と呼ぶにふさわしく ，現在の木曽川の流路よりもさらに南に本流が存在し ，

小牧市東方において，東海湖に注ぎこんでいたことが推定される．

瑞浪市付近には ．土岐砂礫岡のうち ，マ トリ ックスが二酸化鉄で固められたものがある ．鬼

板 ・壺石がそれである ．粘土～砂が同様な状態になったもののうち ．中空で，音のするものが

あって， 鳴石と呼ばれる ．

名古屋一瀬戸地域の瀬戸層群は瀕戸陶土層と矢田川累層に 2分される ．瀬戸陶土眉は火山灰

囮を含まない点で土岐口陶土眉と異な る．P切ustrifolia bed である ．上位の矢田川累贋は

火山灰層により 3分される ．下部の水野部層は礫 ・砂礫眉を主とする地層である ．高針部暦は

中部層で，下位より ，砂礫眉一突亜炭青色粘土層ー砂礫層一央亜炭粘土層の層序をも って い

る．猪高部層は高針部層の上にのる厚い砂礫屑か らは じま る砂礫層 ・砂層 ・粘土層の互層で，

亜炭はさむ ．浪飛流紋岩の細粒部と考えられる ‘‘白礫”が特徴的に含まれる ．

全体として見た とき，西～南西へゆる＜傾斜する地質構造をもち ，西方へ上位の地層があら

われるが，実際にはもっ と複雑である ．濃尾平野地下では，一番深い分布を示すものと して，

木曽川口の三重県長島町松蔭 （長島混泉）のボーリ ングがあり ，地下1,431m-269mの間を 占

め， 1,ooomをこす厚さがある ．

小牧地域では主に砂礫履と粘土 ・シル ト層の互層よりな り， 全層厚は140m,よく連続して

対比に有効な火山灰屈を挟む．岩相は下位及び北東方に砂礫がちになり春日井市明智付近か ら

内津峠へかけて， 礫暦となり ，土岐砂礫層へ連続す る．

知多半島では大きく 2分され，下位の豊丘層 （常滑累屈の下部で，主に ，基盤の中新統師崎

層群から由来した砂岩，泥岩の礫よりなり ，厚 さ60m)と上位の常滑累層中 ・上部 （粘土 ・シ

ル ト層，砂層を主とし，上部で砂礫層が侵勢．多くの火山灰暦をはさみ，亜炭層も存在する ）

に区分さ れる． 常滑累囮は 500mをこす厚さをも ち，地質構造と して，い くつかの急斜帯 （構

造線）と 背斜 ・向斜を もつ．

矢田川累層 ・常滑累層中には，Sequoia, Glyptostrobus, Metasequoz・a, L£quidambar, 

Styrax, Nyssaなどの植物化石を含み，Metasequ成abedに相当す るとされている．

瀬戸層群生成時以後の構造発達史 ・古地理は桑原 (1968,1970)によ ってまとめられている
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（第XlX-4表，第XIT-6図） ．鮮新世の始

め（約 600万年前頃） ，起伏の少ない小盆地

に，陶土屈がゆっくり堆積を始める ．瀬戸地

域に始まった堆稼は徐々に東北方へひろが

り，各地に小盆地ができるようになる ．その

頃には，いわゆる中部傾動巡動が始ま り， 東

海湖が形成される ．この 大きい湖盆では，

砂 ・粘土を主とした堆積が進み，東北方より

流入する古木曽川によって， はんらん原性の

砂礫屈が堆租した ．この東海湖時代の末期に

は，砂礫閣が全般にひろがり，湖盆は，全体

としてはんらん原化して，ついに消減する ．

洪租批の前期に入って，しばらくしての事で

ある ．

伊勢湾西岸に分布する穎戸府群相当府は
あげ

奄芸岡群である ．鈴鹿山脈の東縁に細長く分

布し ，松阪付近から北は菱老山脈の周辺，関

ヶ原近くに逹する ．礫 ・砂 ・粘土からなり ，

亜炭，数10屈の火山灰屈をはさ み，屈厚は

1, 000171をこす．地質構造は複雑であるが （多くの背斜 ・向斜構造，断層がある） ，全体とし

て，南に下位庖，北に上位1日がある ．沈降域は南に

始まり ，徐々に北へ移動し ，最後は養老山脈の西側

に残っていたと 考え られる ．

瀕戸屈群 ・奄芸府群と同様の地肪は西方，鈴鹿山

脈をこえて， 現在の琵琶湖の南および西の周辺に見

られる ．古琵琶湖｝図群で，湖成屈である ．さらに西，

大阪平野の周辺 ・地下には ，大阪屈群 （湖成庖と海

成屈よ りなる） が分布する ．西へ移るに従い，時代

的に新しくなり ，むしろその本体は洪積世前期にあ

たる ．よく研究されていて ．日本の第四紀前半のス

タンダードの 1つである ．火山灰庖序 ・化石囮序（植

第XIX-4表 頑尾平野周辺の陀序と発達史
（桑原 1968)

物 ・哺乳類）・絶対年代（フィッシ ョントラ ック法・

古地磁気）などにも とづく編年ができていて，堆租

物 ・化石をてがかりとした ，硲境変化 ・気候変化も

明らかにされている ．

鮮新世後半ー洪租世前半にかけては，大阪眉群が

スタンダードであり，火山灰阿の対比によって，古

琵琶i胡屈群，東洵｝囮群 （奄芸貯群＋瀬戸層群）との

対比がされている ．

/
 

□
/
 

凶a
 

p
 °、

第XIX-6図 瀬戸庖群堆積時古地

理図（桑原 1968)
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令。

第XIX-7図 第二瀬戸内累聞群分布図（藤田 1962)

これらの地層は第 2穎戸内累層群 としてま とめられ，その分布はさらに西方，顛戸内地域へ

連続する（第xK-7図） ．当時の水域は第 2瀬戸内海 （池辺 1951)であり ，中新世の第 1瀬

戸内海に続くものである ．さらに ．この水域は現在の瀬戸内海へ姿をかえて来た ものといえよ

ぅ．



Plate 110 

（特記しないものは Xl)

土岐市下石町西山鉱山産土岐口陶土層植物化石

Figs. I, 2. Pinus trifolia 

Figs. 3; 4. Carya sp. 

Fig. 5. P£cea lat£bracteata 

Figs. 6, 7. Alan序umsp, X2 

Figs. 8, Q. Quercus sp. 

Figs. 10, 11. Metasequoia disticha 

Figs. 12, 13. Styrax laevigata 

Figs. 14a, b. Spondz"as axz"llaris 

Figs, 15a, b. Spondias axillaris 

Figs. 16, 17. Styrax rugosa X 2 






